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＜項目＞

1. 先進的な研修事例

2. 研修開発の基本プロセス

3. 活用できる教材紹介

4. 効果的な研修を開発・実施するコツ・ポイント

2

＜目標＞

研修を開発するための基本プロセスを説明できるようになる

既存のプログラムや教材等（消防庁）を活用しながら、効果的な
研修を開発するためのコツ・ポイントを理解し、使えるようになる

わが自治体で「やりたい」「やれそうな」研修をイメージできる



先進的な研修事例１
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先進的な自治体では、

どんな地域防災リーダー向けの

研修を行っているでしょうか？
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地域防災リーダー育成の事例

5

１．国分寺市 「市民防災まちづくり学校」

２．品川区 「しながわ防災学校」

３．練馬区 「防災カレッジ」
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１：市民防災まちづくり学校 （東京都国分寺市）

出典：国分寺市ホームページ https://www.city.kokubunji.tokyo.jp/kurashi/bousai/machizukuri/1028269/index.html

 1978（昭和53）年に第1回の「防災学校」を開始

 いつ起こるか分からない大災害に備えて、市や関係機関等の計画や制度、市民一人
ひとりの備えや防災意識について学ぶだけでなく、これをきっかけとした地域の防災
力向上を目的とした学習の場

 1か月に1～２回、6月～翌年2月まで全１３回の講座
（概ね9:30～１５：３０頃）

 多様な実技、座学を行っている

 上級救命講習、スタントパイプを用いた消火訓練

 まち歩きやグループワークを通じて学ぶ防災マップづくり

 避難所運営のイメージを深めるHUG（避難所運営ゲーム） など

 定員：40人（先着順）

 参加費：無料 （ただし上級救命講習テキスト代2,800円は自己負担）

6
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 講師

• 防災、下水道、ごみ、福祉などに関連する市の担当職員

• 消防署員

• 東京都水道局職員

• 専門家

• 地域で活躍する自主防災組織の方々（身近な防災活動の紹介）

 受講の仕方

• 忙しい方でも受講可なよう、一部の回はオンラインでも聴講可能 （ハイブリット）

• 午前のみ、午後のみでも可

• ７割出席で修了可 （午前・午後のいずれかの出席で0.5ポイントとし、7ポイント以上の
出席で修了可能） ※補講あり

• 過去に受講した方でも再受講可

• 一部の講座は単科受講も可 （1日原則5人）

出典：国分寺市ホームページ https://www.city.kokubunji.tokyo.jp/kurashi/bousai/machizukuri/1028269/index.html
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国分寺市HP 第4３回市民防災まちづくり学校開講 https://www.city.kokubunji.tokyo.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/002/486/r6back.pdf

令和６年度 第4３回市民防災まちづくり学校スケジュール

8
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研修の様子

車椅子体験

消火訓練 給水所での
スタンドパイプ設置訓練

9

出典：国分寺市ホームページ  https://www.city.kokubunji.tokyo.jp/kurashi/bousai/machizukuri/1028269/index.html
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出典：しながわ防災学校ホームページ https://bousaigakkou.city.shinagawa.tokyo.jp/

２：しながわ防災学校 （東京都品川区）

 防災区民組織・事業者・区民が、災害の予防・応急・復旧復興対策で、どんな
「役割」を果たすのかを知り、各対策活動を実践(実技含む)できるようにする
ことで、しながわの地域防災力の向上を図ることを目的とした区民向けの防災学校

 地域防災力向上のために、次の３コースを提供

①一般向け

＜コース＞ ・Kidsサマークラス

・一般向けコース（パパママ×防災、アウトドアキャンプ×防災、
ペット×防災、心理×防災、女性×防災等）

②防災区民組織

＜コース＞ ・ベーシック → ・ステップアップ → ・フォローアップ

      ・地域実践コース（出前）

③事業所

区内の事業所（出張型・講座参加型）

10

https://bousaigakkou.city.shinagawa.tokyo.jp/
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1111

出典：しながわ防災学校ホームページ https://bousaigakkou.city.shinagawa.tokyo.jp/

https://bousaigakkou.city.shinagawa.tokyo.jp/
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No テーマ メニュー 概要 形式 時間

１

災害による
被害や影響と
備えの基本を

学ぶ

地域の災害を知る
（地震・風水害）

災害（地震・風水害）の被害と影響、日頃からの
備えについて学ぶ

講義 １時間

２
首都直下地震に

備える

首都直下地震時の被害と影響、避難の考え方
（避難場所、経路等）、日頃からの備えについて学
ぶ

講義
＋

ワーク
1.5時間

３
大雨や台風による

浸水害からの
避難と備え

風水害発生前後の被害と影響、避難の考え方
（避難場所、経路等）、日頃からの備えについて学
ぶ

講義
＋

ワーク
1.5時間

４

居住特性や
地域特性に

応じた
防災対策に
ついて学ぶ

マンションの
防災対策

高層マンション特有の災害時の被害や影響、日
頃からの備えについて学ぶ

講義
＋

ワーク
1.5時間

５
木造密集地域の

防災対策
木造密集地域特有の災害時の被害や影響、日
頃からの備えについて学ぶ

講義
＋

ワーク
1.5時間

６
津波避難

ワークショップ
津波の特性、避難方法や避難の留意事項を学
び、今後取り組むべきことについて考える

講義
＋

ワーク
1.5時間

７
これから

防災活動を
はじめる

地域の防災活動を
始めるための
基礎研修

地域の防災力向上に向けて、現在の取り組み
を整理し、今後の取り組みについて考える

講義
＋

ワーク
２時間

８
防災の視点から見た
地域の強み・弱み
マップづくり

防災の視点から地域を再確認し、防災上の強
み・弱みをマップへの整理を通じて理解する

講義
＋

ワーク
2.5時間

９

災害対応に
ついて学び

必要なスキルに
ついて

身につける

被災者の実体験から
災害対応を学ぶ

過去の災害の被災者による「語り部」動画を視
聴し、具体的なイメージを身につける

講義
＋

ワーク
２時間

10
地域の安否確認
ルールづくり

安否確認の必要性や手法について、先進事例
から学び、現状と今後の取り組みを検討する

講義
＋

ワーク
2.5時間

11

避難行動要支援者
避難誘導

ワークショップ
（基礎編）

避難行動要支援者の避難誘導（避難支援）の方
法や留意事項について避難誘導の体験を通じ
て実践的に学ぶ

講義
＋

ワーク
2.5時間

12

避難行動要支援者
避難誘導

ワークショップ
（実践編）

避難行動要支援者に対する地域の組織的な対
応の方法と留意事項について避難誘導の対応
訓練を通じて実践的に学ぶ

講義
＋

ワーク
３時間

13

避難所運営に
ついて学ぶ

避難所開設・運営
イメージゲーム

地域の避難所を確認し、多様な避難者への対
応や配慮すべきことについてゲーム感覚で学
ぶ

講義
＋

ワーク
2.5時間

14
避難所運営
ルールの検討

避難所に関する過去の課題・教訓を学び、地域
の避難所開設・運営時のルール等の改善の方
向性について検討する

講義
＋

ワーク
３時間

「地域防災ベーシック」コースの時間割の例 「地域実践（出前）」コースのメニュー例

12
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私の避難行動マップ

実物を使う。 調べて、書き込む。 他の人と共有して「わが事化」

13
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地域実践コース

Kidsサマークラス

ベーシックコース
車いす避難

↑
併設のしながわ防災体験館

の設備を使って実施

14

出典：しながわ防災学校ホームページ https://bousaigakkou.city.shinagawa.tokyo.jp/

https://www.bing.com/ck/a?!&&p=219630d1f0dc5e22JmltdHM9MTY4OTAzMzYwMCZpZ3VpZD0yM2UzZGZlZC05Zjk3LTY1YjYtMDNlMS1jZTJiOWVlZjY0MjAmaW5zaWQ9NTQ2OQ&ptn=3&hsh=3&fclid=23e3dfed-9f97-65b6-03e1-ce2b9eef6420&u=a1aHR0cHM6Ly93d3cuYmluZy5jb20vYWxpbmsvbGluaz91cmw9aHR0cHMlM2ElMmYlMmZib3VzYWlnYWtrb3UuY2l0eS5zaGluYWdhd2EudG9reW8uanAmc291cmNlPXNlcnAtbG9jYWwmaD1Kc2hFVk5Ga1VzanRsWW9ZQldMNFcyOUhxZTQ4d3VKUVJmT3FDTGh4QSUyZmclM2QmcD1sd19nYnQmaWc9OTU0N0I5QUI3ODYzNDI3MEExRjE0NDVGOUJFQUNBOTEmeXBpZD1ZTjUyODZ4MTQ4OTUyMjQwNzg2MzUxMjYwNjc&ntb=1
https://bousaigakkou.city.shinagawa.tokyo.jp/
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しながわ防災学校 eラーニングの実施 （地震／大雨・台風）

15
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 首都直下地震や新しい都市型災害である集中豪雨など
による被害を少なくするため、区民一人ひとりが関心
を持ち、正しい知識や技術を身につけ、実際に行動に
移すことができるようにすることを目的とした講座

 コース
• 自助講座
• 区民防災組織向け講座 （防災会、市民消火隊、避難拠点運営連絡会等で活動する方）
• 女性防災リーダー育成講座 （女性防災リーダーとなりうる人材）
• 夏休み小学生向け講座
• 中学生向け講座
• 事業所向け防災講習会 （保育、福祉、学校などの事業所）
• 中高層住宅向け防災講習会
• 乳幼児の保護者向け防災講習会
• つながるカレッジねりま共助コース (災害時に地域で活動しようとする方)
• 食と防災
• 防災講演会、一般公開防災講習会

３：ねりま防災カレッジ （東京都練馬区）

出典：ねりま防災カレッジホームページ  https://www.city.nerima.tokyo.jp/kurashi/bosai/bo_college/nerimabousaikouza.html

https://www.city.nerima.tokyo.jp/kurashi/bosai/bo_college/nerimabousaikouza.html
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平日コース （2時間×3日）、週末コース（6時間×1日 ＋1時間休憩）

講座１（50分）
 

近年の災害における課題と自助と共助の重要性

・近年の災害時の特徴と課題を理解し、地域における問題を認
識する
・自助と共助の活動の実態を把握し、その必要性を理解する
・共助を円滑に行うための区民防災組織の役割や連携について
理解する

講座２（60分）
 

避難拠点運営連絡会の活動と役割（１）避難拠点の開設

・過去の発災時の避難所開設時の実態と課題を理解し、避難拠
点のスムーズな開設へ活かす
・避難所開設時および、避難者自身の最新の感染症対策を学ぶ

講座3（70分）
 

避難拠点運営連絡会の活動と役割（２）避難拠点の運営

・避難拠点の役割と運営時の感染症対策を学ぶ
・多様な避難者への対応を理解する

講座５（65分）
 

地域の防災リーダーの役割と必要な知識・スキル
・フェーズに応じリーダーの役割が変わること、リーダーに求め
られる条件と役割を理解する

男女共同参画の重要性
・男女共同参画による取組みの重要性を理解する

講座４（40分）
 

多様な主体との連携・協力に向けた受援力の必要性
・地域の多様な人（団体等）との協力・連携の必要性と、受援の重
要性を理解する
・練馬区内外の地域防災組織（練馬区の場合 防災会、避難拠点
運営連絡会）の連携体制づくりの参考事例を知る
・災害時に多様な主体と相互協力・連携できるように準備する

講座6（45分）
 

地域防災力の向上に向けた取り組み

・リーダーとして、地域の人材発掘、人材育成の必要性を学ぶ
・防災力の向上ための組織運営のポイントを学ぶ
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まとめ

体系立てた内容を学べる

座学・ワークショップ・実技を組み合わせ、知識
やスキルを身につけている

毎年やっている、改善しつづけている

18



ー よりよい研修を実施するために ー

研修開発の基本プロセス２

19



研修のカリキュラムを作りたい、

教材を作成したいんたいけど、

どうしたらいいの？
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研修の基本プロセス

21１．研修設計・開発の基礎

１.分析

2.設計 3.開発

4.実施

5.評価

ADDIEモデル

• 課題、ニーズの把握
• 研修目的の設定
• 対象者、期間の設定
• 人材像の設定

• 研修の目標設定
• 受講人数の設定
• 事前・事後課題の設定
• 評価基準の設定

Analysis

Design Development

Implementation

Evaluation

• 教材の作成
• 講師手配
• 学習環境の整備

• 募集
• 研修プログラムの

実施

• 実施した研修を評価
• 改善点の検討

サイクルで回す
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22１．研修設計・開発の基礎

1.分析
Analysis

課題、ニーズの把握
• 困っていること、要望されていることは何かを分析・整理す

る

研修目的の設定 • 研修で受講者にどうなってほしいか、何をねらうかを決める

人材像の設定 • 研修を通じてどんな人材になってもらうかを具体化する

受講対象者、期間
の設定

• 誰を対象にするかを決める
• 研修にかけられる時間・期間・費用を決める
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23１．研修設計・開発の基礎

Design

研修の目標設定
• 受講者に、どのような能力をみにつけてもらうのかを決める

（能力＝知識、スキル、態度）

受講人数の設定 • 育成する人数を決める

事前・事後課題の
設定

• 研修前・後に課題をだす必要があるか（受講者のレベルが違う
ので揃えたい、研修時間が足りない、出来るか確認したい等）

• 必要があるなら、何をするかを決める

評価基準の設定
• 何を研修を評価するポイントになるか、合格の基準になるかを

決める （満足度、理解度、目標達成度 等） （アンケート、理解
度テスト、ふりかえり 等）

１の分析結果を踏まえて

2.設計
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24１．研修設計・開発の基礎

Development

教材の作成

• カリキュラムを決める
• どうやって教えるかを決める （座学、ワークショップ、実技、動画 等）
• 必要な教材は何かを決める （スライド、副教材、道具 等）
• 教材の構成を決める （単元プログラム、時間配分等）
• 具体的に教材を作成する

講師手配
• 講師を決める
• 依頼時に必要な情報、条件は何かを整理する
• 講師を手配する （必要であれば教材も依頼する）

学習環境の
整備

• どこの、どんな環境の会場を検討し、予約する （場所、広さ、機能 等）
• 会場のレイアウトを決める
• 当日の役割分担を決める （受付、司会、記録、受講者・講師フォロー）
• 必要な物品・機材、資料を整理し、準備する

設計を踏まえて

3.開発
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25１．研修設計・開発の基礎

Implementation

募集

• ターゲットが受講する、人数を確保できる、男女バランスがとれ
る、多様な世代が受講する募集方法を考え、募集する

• 応募者を受け付け、名簿を作成する
• 必要であれば班割りをする

研修プログラム
の実施

• 受付、進行、記録、研修補助、ファシリテーション等を行う
• 研修の効果が出るよう、受講者・講師が困らないよう終始配慮し、

運営する
• 講師であれば、目標を達成するよう、受講者の様子を見ながら

教える、質問に答える

4.実施

設計・開発内容を踏まえて
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26１．研修設計・開発の基礎

Evaluation

実施した研修を
評価

• アンケート結果やテスト結果を集計・分析し、学習者の満足度や
理解度、研修目標の達成度などを評価する

改善点の検討 • 評価結果を基に、ふりかえりを行い、問題点について改善点を
整理する

5.評価

研修結果を踏まえて
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まとめ

研修開発の基本は、分析→設計→開発→実施→
評価 のサイクルを回す

ガッツリやらずに、必要なコンテンツを開発し、
小さく試して検証し、改善を繰りかりながら、
完成させていくと、効率的に開発できる

27



活用できる教材紹介３
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自主防災組織のリーダー育成に

活用できる教材等をご紹介します

29



消 防 庁

自主防災組織のリーダー育成のための
教育・訓練カリキュラム

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post-56/09/training_program_example.pdf

https://www.fdma.go.jp/mission/bousai/ikusei/ikusei007.html

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post-56/09/training_program_example.pdf
https://www.fdma.go.jp/mission/bousai/ikusei/ikusei007.html
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自主防災組織のリーダー育成のための 教育・訓練カリキュラムの概要

 市区町村等の担当者が、地域特性や自主防災組織の現状等を
踏まえつつ自主防災組織のリーダーを育成するため、または
研修会等を企画する際に活用いただくことを念頭に作成

 標準的な学習項目を網羅的、体系的に示している

 育成の対象は、自主防災組織の代表者だけでなく、防災資機
材等の整備や研修訓練等の企画・実施など、特定の活動の中
心となる立場（防災部長や各班長等）の方

 研修プログラム例を例示！

出典：「自主防災組織等の地域防災の人材育成に関する検討会報告書（令和２年３月）」（消防庁主催検討会） https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post-56/09/houkokusyo.pdf

1. 防災リーダーの役割・住民（構成員）の自助意識を高めるには

2. 災害から住民の命を守るには

3. 避難所の運営を円滑に進めるには

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post-56/09/houkokusyo.pdf
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研修プログラム例 （３種）

 テーマ１（全３単元）

防災リーダーの役割/住民
（構成員）の自助意識を
高めるには

 テーマ２（全２単元）

災害から住民の命を守る
には

 テーマ３（全２単元）

避難所の運営を円滑に
進めるには

32

出典： 自主防災組織のリーダー育成のための教育・訓練カリキュラム（消防庁） https://www.fdma.go.jp/mission/bousai/ikusei/items/tangenbetsu/ikusei_curriculum.pdf

研修プログラム（例） テーマ１

単元
学習項目
（大）

学習項目
（中）

学習内容
（学習項目の概要）

所要
時間

ワークショップ
演習可

https://www.fdma.go.jp/mission/bousai/ikusei/items/tangenbetsu/ikusei_curriculum.pdf
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研修教材 （スライド、補助教材）

33

出典： 自主防災組織のリーダー育成のための研修教材等 （消防庁） https://www.fdma.go.jp/mission/bousai/ikusei/ikusei007.html

https://www.fdma.go.jp/mission/bousai/ikusei/ikusei007.html


実際の教材を見ていきましょう
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消防庁・ 自主防災組織の手引
https://www.fdma.go.jp/mission/bousai/ikus
ei/items/bousai_R5_3.pdf

その他、教材・ツール

消防庁・ 防災・危機管理eカレッジ
（こども向け、一般向け）

https://www.fdma.go.jp/relocation/e-
college/index2.html

国土交通省・ マイ・タイムライン
https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saig
ai/tisiki/syozaiti/mytimeline/index.html

内閣府・「地域防災リーダー入門」
テキスト
https://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/gen
sai/leader_text.html

静岡県・ 避難所運営ゲーム（HUG）
カード避難所運営をみんなで考える、具体的で・実践的なゲーム

https://sswa.jp/article/394.html

チームクロスロード・ クロスロード
災害対応を自らの問題として考え、また、様々な意見や価値観を参
加者同士共有するゲーム

https://maechan.net/crossroad/toukou.html

https://www.fdma.go.jp/mission/bousai/ikusei/items/bousai_R5_3.pdf
https://www.fdma.go.jp/mission/bousai/ikusei/items/bousai_R5_3.pdf
https://www.fdma.go.jp/relocation/e-college/index2.html
https://www.fdma.go.jp/relocation/e-college/index2.html
https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/tisiki/syozaiti/mytimeline/index.html
https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/tisiki/syozaiti/mytimeline/index.html
https://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/gensai/leader_text.html
https://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/gensai/leader_text.html
https://sswa.jp/article/394.html
https://maechan.net/crossroad/toukou.html


© ScienceCraft Co., Ltd.

まとめ

消防庁の「自主防災組織のリーダー育成のための研修
教材等」や、その他教材・ツールを活用しよう

受講者の地域特性や災害特性に合うようカスタマイズ
しよう

36



効果的な研修を開発・実施する
コツ・ポイント４

37



＜リーダー育成研修＞

効果的な研修って？

38
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目指したい研修成果

研修目標を達成できている

 満足、理解、目標達成

研修後に、「学んだことを周囲に話してみよう」とか、
「地域・家でやってみよう」と思ってもらえる

「実際にやってもらえる」←行動変容

39



＜リーダー育成研修＞

よりよい研修を行うための
コツ・ポイントを見ていきましょう！



© ScienceCraft Co., Ltd.

教材開発のコツ・ポイント

項目 主な問題点 解決の方向性（案）

①学習の流れ • 研修の目標（研修後の姿）を知ら
せていない

• まとめがない

• 【入口】 学習目標を知らせる

• 【出口】 学んだ重要ポイントを確認、研修後
にやるべき行動を伝え、促す

②学習内容の
流れ

• 理解・納得しやすい流れになって
いない

• 防災に関する学習の流れにする

１）災害による被害と影響

２）災害時に取るべき行動

３）日頃の対策、備え

③リスクの理解 • 取組の前提となる、知っておくべ
き「リスク」についての学びがな
い

• リスクについても学ぶ

• ハザードマップの見方を学び、実際に「わが
地域」について調べてみる 【現地現物】

• まち歩きして、マップを作る 【現場】

④災害種別で
の違い

• １つのコンテンツに、「地震・津波
災害」と「風水害」が混在している

• 災害種別ごとにコンテンツを作成する

41
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教材開発のコツ・ポイント （つづき）

（つづき）項目 主な問題点 解決の方向性（案）

⑤地域特性、個人
特性（要配慮）

• 特性への着目がない • 特性について学ぶのは時間が必要

• 中級で対応

⑥学びの範囲 • 「発災直前・直後の対応」と
「備え」について学んでいる

• 学びの範囲（フェーズ、立場（個人／組織））
を決める

• 避難生活（避難所／在宅）について学ぶ必要
はないか？

⑦講師 • 専門的であればあるほど、
知識が必要

• 教えるスキルが必要

• 専門的な内容は、担当課の職員や災害対応
経験のある職員が講師になる

• 既存の動画コンテンツを利用

⑧研修効果 • 不明

• アンケートで感想を把握する
程度

• 研修目標に沿って、確認テストやアンケート
で評価し、改善していく（繰り返す）

42
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様々な学習の手法 （研修内や、単元内で組み合わせる）

主な手法 主な取組内容

座学（講義） • 講師から説明を聞き、知識を習得する

個人ワーク • 一人で出された課題について作業する
• 例） マイ・タイムラインづくり

ワークショップ • グループで出された課題について検討し、意見をまとめる
• 最後に、各グループの結果を発表する
• 例） 付箋紙に書いた意見を模造紙に張り出し、まとめる

クイズ • クイズ形式で知識を学ぶ

ゲーム • 避難所運営ゲーム HUG、クロスロード

実技 • 初期消火、担架搬送、AED、車いす避難、防災食調理などの使い方や、
やり方を学び、技術を身につける

体験 • 起震車、煙体験、VR

まち歩き＆防災マップ作り • 地域を歩いて、危険な場所や災害時に役立つもの等を確認・記録し、
会場に戻って地図に書き込んでまとめる

• 作成したマップを基に、気づいたこと・話し合ったことを発表

体験談（講話） • 語り部や、先進的な取組を行っているリーダー等の話を聞く

43
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分かりやすいスライド作成のコツ・ポイント （視認性をよくする）

 文字はユニバーサルフォント

 Windows10へ標準搭載

 モリサワUDフォント３種は無償で
利用可

 分かりやすい配置
 重要なこと、概要は上

 過去や、感覚的な写真・グラフは左

 関連性の高いものは近づける

 情報を絞る
 ワンスライド・ワンメッセージ

 不要な装飾は避ける

 文字や画像は最低限

 多色、枠線、立体、影はNG

 要素を整える

 色の役割を決める
（背景、文字、メイン、アクセント）

 徹底して揃える （大きさ、配置）

 改行は区切りよく （泣き別れしない）

 行間を開ける

人の視線は
左上から右下に

過去 現在 未来

44



© ScienceCraft Co., Ltd.

学びやすい環境づくりのコツ・ポイント

 会場を確保する

 グループワークの場合、テーブルで島を
作るので、２倍の広さが理想的

 最低でも１.５倍は確保

 ファシリテーターを配置
 参加者にルールを守らせる

 話し合いを促進する
• 「●●さん、あなたの意見はどうですか？」

• 「どこがいいと思いますか？」

 困った人に対応する
• 自分の意見に固執する、相手の意見を聞かない、
一人だけ話し続ける、声が大きく威圧的

• 対角線上に立って、その人の発言にうなずかない

 テーブルで島を作る

 １班６人程度（４～８人が許容）

 長机２台（模造紙を置ける広さ）

※心理的距離が縮まる

 私物置き場や、WS用グッズ置場も作る

 グループ分けをする
＜グループ分けの要素＞

• 似た地域特性の人たち同士

• 近い地域の人たち同士

• 幅広い年齢層

• 男女を混在させる

付箋紙１枚に、
１つの意見
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まとめ

 理解しやすい流れのプログラム、教材をつくる

 座学ばかりでなく、ワークショップや実技を組み合わせる

 既存の教材・ツールをカスタマイズして、効率よく準備する

46

 地域人材の育成は「地味」な活動。大事なことは、研修の内容が
「地域特性」や「災害特性」とマッチングしていること

 取組の背景に「理論」「信念」「熱意」などが伴い、それが住民
と共有できること

 変化は必ず生まれます！
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■もっと知りたい方、ヒントを得たい方は

「インストラクショナルデザイン」を学んでください
 うまく教えるための技術（モデル・理論）
 主役は教え手ではなく、学び手

「ワークショップのやり方」を学んでください

47
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